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今回避妊手術におけるエルマンのシーリングデバ
イスの使用感を確認するためゴールデンレトリバ
ーの避妊手術で使用した。基本的にリガシュア等
の高周波のシーリング機器とイメージは変わらな
い。エルマンのシーリングで汎用機と最も違う点
はシーリングの終了がオートではなく、マニュア
ルであるという点である。しかし、使用感ではこ
れがそれほど問題になることはなく、慣れてしま
えば同じ感覚で出来ると思われた。それと使用し
ていて感じたものに組織が厚いと時々通電しない
時があるので、ずっと組織を挟みっぱなしではな
く、クランプの開閉をゆっくりと繰り返しながら、
組織の変性度合いを目視で確認しながら使用する
のがこれを回避するコツであるように感じた。
使用に慣れてしまえば大型犬の卵巣動静脈、子宮
間膜でもほぼ問題なくシーリングできると思われ
る。小型犬・猫であれば一回のシールでも十分で
あるとも思われる。
しかし、安全のためにシール部分の幅が欲しいこ
とも多く、その場合は一度のシールだけでなく、
上下にずらして何度かシールして幅を増やすこと
で安全を担保できる。これはオートタイプのシー
リング機も同様である。
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